
【アジェンダ】 

 神奈川県内の高等学校ビリヤード台設置プロジェクト 

 

 

・ビリヤード台の設置場所、必要なスペース、使いやすさを確認 

 

・設置に伴う安全対策や保守管理の確認（壊れないように、ケガしないように） 

 

・使い方の確認（体育の授業と聞いてはいるがそれだけ？） 

 

・オープニングイベントは企画する？ 

（たとえば、プロによるビリヤードデモンストレーション） 

 

・ビリヤードの基礎知識の説明 

ビリヤードの基本ルールや技術のデモンストレーション 

生徒がビリヤードに興味を持てるよう基本的なショットやゲームの流れを説明。 

 生徒や教員にビリヤードの魅力やルールを紹介 

生徒や先生たちの意見や提案を受け付ける時間を設ける？ 

 

・カリキュラムとプログラムの導入 

学校側が考えている？ビリヤード教育プログラムのカリキュラムに対してアドバイ

ス 

または実施が必要？ 

 

・継続的なサポートと評価 

定期的なメンテナンスについて 

指導者のトレーニングについて 

授業の改善点について 

継続的なサポートの提供について 

ビリヤード台のメンテナンスについて 

 

・ビリヤード台を設置してからの効果を評価し、フィードバックの収集は必要？ 

 

・KBA のホームページにて授業についての先生や生徒からのアンケート？ 



 

・コミュニケーションの強化 

ビリヤード活動の成功事例や生徒の成果を学校のウェブサイトで定期的に紹介。 

教育関係者との連携を通じて、プロジェクトの影響力をアップ 

神奈川新聞などに取り上げてもらえるように話に行くとか？ 

ビリヤード雑誌 キューズ。オンザヒル、ビリヤードデイズ、BCJ の活動紹介ページに 

掲載などに取り上げてもらうとか？ 

 

・イベントと競技会の開催 

学校内外でもビリヤードのイベントや競技会を開催し、生徒の参加と興味を促進でき 

る可能性がある。 

 

・NBA 主催の学校対抗や全日本ジュニア９ボールとの連携 

 学生への１つの目標と位置づけられるかも？ 

 

重要なのは計画的なアプローチにより、ビリヤード台の設置が単なる一時的なイベント

ではなく、教育とコミュニティ活動の一部として定着することで、このプロジェクトが

成功すれば、他の学校や教育機関にも拡がる可能性があります。 

 

 


